

























































































































































































































































































































































1.1 Recognizing  与えられた情報の中から適切なものを導き出す 5/4/3/2/1
1.2 Recalling  何も情報がない状態で自分の記憶から適切なものを導き出す 5/4/3/2/1
2.1 Interpreting  図や表を文章で表現する／文章を図表で表現する 5/4/3/2/1
2.1 Interpreting  別の文章で言い換える（パラフレーズする） 5/4/3/2/1
2.2 Exemplifying  原則から，具体例を出す 5/4/3/2/1
2.3 Classifying  原則に基づいて，カテゴリーを分ける 5/4/3/2/1
2.4 Summarizing  ポイントをまとめる／要約する 5/4/3/2/1
2.5 Inferring 	 次はどうなるかを，推測する 5/4/3/2/1
2.6 Comparing 
 自分に関連付ける 5/4/3/2/1
3.1 Executing  手順ややり方を習ってやってみる 5/4/3/2/1
3.2 Implementing  手順ややり方を自分で考えてやってみる 5/4/3/2/1
4.1 Differentiating  矛盾を見つける 5/4/3/2/1
4.2 Organizing  論理性を分析する 5/4/3/2/1
4.3 Attributing  テキストや情報の背景を考える 5/4/3/2/1
5.1 Checking  物事がよいかどうかチェックリストを作る 5/4/3/2/1
5.2 Critiquing  物事の善悪やクラスメイトのプレゼンテーションを評価する 5/4/3/2/1
6.1 Generating  仮説を立てて提案する 5/4/3/2/1
6.2 Planning  新しいデザインや計画する 5/4/3/2/1
6.3 Producing  新しい作品を創作する 5/4/3/2/1
表5 授業内の発問相当行動（動詞）整理用の表 「文学・文化と風土」を例に

















「認知プロセス」 目 標 活動（発問） 評 価
Create Generating Planning
Evaluate Checking,Critiquing
Analyze Differentiating Organizing Organizing,Differentiating
Apply Implementing
Understand Explaining









































































































































































































































































































年 月 日： 学籍番号： 氏名：
日本文化として取り上
げようとするテーマ
報告内容に関する意識
5 非常にあてはまる
4 あてはまる
3 どちらでもない
2 あまりあてはまらない
1 全くあてはまらない
1．日本文化についての5つのテーマ（衣食住心創造）に基づいて，自分の報
告するトピックを選ぶことができる
5/4/3/2/1
2．選んだトピックを，自分に関係あるものとして考えることができる 5/4/3/2/1
3.選んだトピックについての情報を収集することができる 5/4/3/2/1
4．収集した情報を要約することができる 5/4/3/2/1
5．収集・要約した情報から，選んだトピックを紹介するための歴史的背景知
識を特定することができる
5/4/3/2/1
6．収集・要約した情報から，選んだトピックを紹介する際，定義や一般的な
位置付けについて自分なりの考えを追加することができる
5/4/3/2/1
7．収集した情報の中から，報告内容が何とどのように影響し合っているか見
つけることができる
5/4/3/2/1
8．収集した情報の中から，詳しく掘り下げて考えるポイントを見つけること
ができる
5/4/3/2/1
9．収集した情報の中からトピックに関する報告内容を決めることができる 5/4/3/2/1
10．教師が授業内で指示した形に基づいて報告する内容を整理することができる 5/4/3/2/1
11．収集した情報の整理，考察に基づいて，報告の流れを，再度，自分で考え
直すことができる
5/4/3/2/1
12.自分なりの関わり方や自分なりに感じる良さを他の人に提案する場合，提
案の波及効果を考えることができる
5/4/3/2/1
13．自分なりの関わり方や自分なりに感じる良さを他の人にも実現してもらう
場合，どのように実現できるか考えることができる
5/4/3/2/1
14．報告内容に対する自分なりの問題意識や関わり方を良いものとして提案す
ることができる
5/4/3/2/1
15．クラスメイトの報告が，よく考えられた内容の報告かどうかがわかる 5/4/3/2/1
16．クラスメイトが報告する際，人を引きつける話し方で報告しているかわかる 5/4/3/2/1
17．クラスメイトの報告内容や考察方法についての改善点を捉えることができる 5/4/3/2/1
18．クラスメイトの報告時の話し方における改善点を考えることができる 5/4/3/2/1
19．自分の報告内容の改善点がわかる 5/4/3/2/1
20．自分の報告時の話し方の改善点がわかる 5/4/3/2/1
